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要    旨 

 

2021～2024 年に島根県内で採集されたきのこ類について，子実体の形態観察と一部は分子系統

解析によって種の同定を試みた。対象子実体は 1,328 個体で，これらは 513 種（7 綱 19 目 87 科

217 属）に分類され，種が特定できたのは 360 種であった。このうち，30 種（5 綱 8 目 26 科 27

属）は筆者らによる県内での新規同定種として目録へ掲載した。2023 年から，隠岐の島町で地元

学芸員の協力を得て積極的な標本収集をした結果，新規に 14 種を確認した。新規同定種のカキシ

メジモドキ，マツシメジ，クマシメジ，ユキグニヤコウタケ（仮称），Gymnopilus igniculus，カラ

サケキツネノサカズキには分類学的な検討をくわえた。 
キーワード：きのこ，採集記録，分子系統解析，隠岐 

 

Ⅰ はじめに 

著者らは 2003 年から本県自生きのこの種類，発

生時期と頻度，分布などを調査しており（冨川・齋

藤，2009），前報では 2020 年までのきのこ採集記録

を報告した（宮崎・冨川，2021）。この調査から得

られた情報は有用きのこの品種開発と栽培化に関

する研究，森林・林業教育の支援，森林環境の評価

（島根県，2013）などに活用している。 

著者らによる調査は当センターのある県東部地

域を中心に実施しているが，県内のきのこ発生実態

を把握するためにはより多くの地域を対象にして，

定期的な調査を継続する必要がある（冨川・宮崎，

2012）。特にこれまで，隠岐諸島では子実体採集の

機会が少なく，記録を充実させることが課題である。

そこで，2023 年からは隠岐の島町できのこ調査を

されている一般社団法人隠岐ジオパーク推進機構

隠岐自然館の白石泰志学芸員による採集情報を参

考にして，隠岐の島町に踏査ルートを設けて調査を

開始した。また，白石氏からの鑑定依頼を受け，採

集されたきのこの一部を同定した。 

これらの調査結果を整理し，2021～2024 年のき

のこ採集記録を報告する。また，これまでに報告し

ていない種を目録へ掲載し，生態的・形態的特徴と

分類について述べる。 

  

Ⅱ 調査方法 

１．子実体採集 

2021～2024 年，著者らが調査のため試験地など

で採集した子実体，県内開催のきのこ観察会で採集

された子実体，県民から鑑定依頼のために持ち込ま
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れた子実体を対象とした。 

著者らによる県東部地域での子実体採集は，コナ

ラが優占する当センター付属試験林（冨川・齋藤，

2009）のほか，ブナ林，シイ林，海岸砂丘クロマツ

林などを対象にした。このうち 1 回は，長野県林業

総合センターが主体となって，本県東部のブナ林で

企画されたきのこ遺伝資源収集に同行した。隠岐の

島町での踏査は，2023 年と 2024 年に 4 地域で計 13

回実施した。植生はシデ類，シイ類，カシ類，ヤブ

ツバキなどの広葉樹林やスギ林であった。 

4 年間に開催されたきのこ観察会のうち，松江市

で 4 回，美郷町で 3 回，隠岐の島町で 2 回，飯南町

で 1 回の計 10 回に参加した。各開催地の植生は主

にアカマツが混交するコナラ林で，このほかシデ類，

シイ類，カシ類，ヤブツバキ，スギ，カラマツ，モ

ミ，モウソウチクなどもみられた。 

鑑定依頼のうち，2023～2024 年に白石氏が隠岐

の島町で採集された子実体は，採集の翌日～1 週間

後に宅配便（冷蔵）で届けられ，受け取りから 3 日

以内に調査した。 

 

２．同定と分類 

 子実体，胞子などの形態的特徴と発生環境などの

生態的特徴を図鑑（今関・本郷，1987；今関・本郷，

1989；本郷，2001；長沢，2003；兵庫きのこ研究会，

2007；工藤，2009；今関ら，2011；Christensen and 

Heilmann-Clausen，2013；池田，2013；工藤，2017；

井口，2021）と照合して種名を特定した。種名と分

類は勝本（2010），CABI Bioscience（2025）の記述

に準拠した。 

採集された子実体は熱風乾燥機（タバイエスペッ

ク株式会社）を用いて 45℃で乾燥させた。一部の

子実体は，乾燥前に組織分離または多胞子分離によ

って培養株を得た。可能な限り乾燥標本もしくは培

養株をサンプルとして分子系統解析を試みた。DNA

抽出にはカネカ簡易 DNA 抽出キット version 2（株

式会社カネカ）を使用した。PCR 反応液は KOD-FX

（東洋紡株式会社)，プライマーは ITS1F/ITS4

（White et al.，1990；Gardes and Bruns，1993）

を用いて ITS-5.8S 領域を増幅した。PCR 反応条件

は 94℃，2 分間で初期変性させた後，98℃で 10 秒，

55℃で 30 秒，68℃で 45 秒を 30 サイクルとし，反

応後は 4℃で保冷した。PCR 産物は AmiconUltra-

0.5;100K（Millipore）または ExoSAP-IT（Thermo 

Fisher Scientific）で精製後，ユーロフィンジェ

ノミクス株式会社にシーケンスを外注した。得られ

た塩基配列は，BioEdit 7.1.3（Hall，1999）を用

いてトリミングし，BLAST 検索（NCBI）によって分

類群を推定した。また，NCBI から種ごとの ITS-5.8S

領域の配列をダウンロードし，本調査で得られた塩

基配列とともに系統解析に使用した。各データセッ

トを MEGA v7.0（Kumar et al.，2016）にてマルチ

プルアライメントした後，最尤法もしくは近隣結合

法によって系統樹を作成して各標本の系統的位置

を確認した。 

 

Ⅲ 調査結果 

１．同定 

調査子実体は 1,328 個体で，著者らによる採集は

593 個体，観察会では 519 個体，鑑定依頼は 216 個

体（12 市町）であった。このうち白石氏からの鑑定

依頼は 2 年間に 45 個体であった。これらを 513 種

（7 綱 19 目 87 科 217 属）に分類し，種が特定でき

たのは 360 種であった。 

調査子実体は年間を通して採集されたが，種を特

定した 360 種については，10 月の同定が最も多く

4 年間で 257 種，次いで 9 月の 149 種，7 月の 44 種

であった。冬季の調査子実体は少なかったが，12～

3 月にも 2～12 種/月が採集された。 

本調査で新規に同定された 30 種（5 綱 8 目 26 科

27 属）を目録に示した。新規同定種の採集地は，隠

岐の島町が 14 種と最も多く，次いで飯南町，大田

市，美郷町の各 4 種であった。隠岐の島町でユキグ

ニヤコウタケ（仮称）（No.6）が採集され，発光性

きのことしてはツキヨタケ（Omphalotus japonicus）

に次ぐ 2 例目となった。きのこ遺伝資源収集ではニ

セズキンタケ（No.22）を認めた。矮小化が進む海

岸クロマツ林や砂浜では（島根県，2013），隠岐の

島町でクマシメジ（No.4）とスナハマガマノホタケ

（No.16）（Hoshino et al.，2009），出雲市でスナ

ジクズタケ（No.10）とスナヤマチャワンタケ（No.26）

の 4 種が採集された。 

 

２．分類 

カキシメジ（Tricholoma kakishimeji）に近縁のカ

キシメジモドキ（No.2）とマツシメジ（No.3）は日

本産キシメジ属の分類学的研究を参考にして（Aoki 

et al.，2021；Aoki et al.，2024），分子系統解析

と形態観察を行った。広葉樹林地上で採集された本

調査標本のカキシメジモドキは，カキシメジモドキ

の単系統群に含まれ，胞子の形状も Aoki et al.

（2021）の記載と一致したことから本種と同定した。

一方，海岸砂丘クロマツ林で採集されたマツシメジ

はマツシメジ，T. albobrunneum，ミヤママツシメジ

（T. miyama-matsushimeji）が混在する系統群に含ま

れ ， 明 確 に 区 別 さ れ な か っ た 。 標 本 は T. 

albobrunneum よりも担子器が小さく，北海道利尻島

の 5 針葉マツ林に分布するミヤママツシメジとは

宿主が異なることから本種と同定した（Aoki et 

al.，2024）。 

海岸林のマツ樹下の地上で採集されたクマシメ

ジ（No.4）は，BLAST 検索では欧州産や中国産のク

マシメジと 99％以上の相同性を示し，Heilmann-

Clausen et al.（2017）を参考にした系統解析では，

欧州産のクマシメジの単系統群に含まれた。胞子な

ど の 形 態 も ク マ シ メ ジ の 特 徴 と 一 致 し た

（Christensen and Heilmann-Clausen，2013）。 

広葉樹の枯木や倒木上で採集されたユキグニヤ

コウタケ（仮称）（No.6）は子実体の形態がヤコウ

タケ（Mycena chlorophos）に類似し，発光性を認め

た。BLAST 検索ではヤコウタケと 93～96％の相同性

を示した。Chew et al.（2015）を参考に系統解析

した結果，亜熱帯地域に発生するヤコウタケとは姉

妹群の関係にあった。また，ヤコウタケとはクラン

プの形状などが異なっていた（Desjardin et al.，

2010；宮崎ら，2024）。 

Gymnopilus igniculus（No.12）は海外産のココピー

トを使用した育苗培土に発生し，BLAST 検索ではチ

ェコ産の G. igniculus と 99％以上の相同性を示した。

子実体の色は紫色を帯びず，胞子は Holec et al.

（2003）の記載よりやや小さい傾向が認められたが

他の特徴は一致した。 

カラサケキツネノサカズキ（No.29）は，イヌシ

デの枯木や枯枝上で採集され，BLAST 検索ではカラ

サケキツネノサカズキと 99％以上の相同性を示し，

Tochihara et al.（2021）を参考にした系統解析で

はカラサケキツネノサカズキの単系統群に含まれ

た。子実体がサーモンピンクで，外皮全体が 2～4

㎜の長い毛に覆われること，胞子の形状などが

Tochihara et al.（2021）の記載と一致した。 

 

目  録 

種名の下に，発生環境（樹種，植生，基質など），

採集時期（月および上～下旬の区別），採集区分（調

査，観察会，鑑定），採集された市町（隠岐の島町

は「隠岐」）を記した。 

 

Hygrophoraceae ヌメリガサ科 

Hygrophorus ヌメリガサ属 

1．Hygrophorus capreolarius ヒメサクラシメジ 

モミ樹下，地上，11 月下～12 月上，鑑定，隠岐 

 

Tricholomataceae キシメジ科 

Tricholoma キシメジ属 

2．Tricholoma kakishimejioides カキシメジモドキ 

広葉樹林地上，11 月中，鑑定，隠岐 

3．T. matsushimeji マツシメジ 

クロマツ林砂地上，11 月下，調査，出雲 

4．T. terreum クマシメジ 

海岸林マツ樹下，地上，10 月下～11 月上，鑑

定，隠岐 

 

Marasmiaceae ホウライタケ科 

Marasmius ホウライタケ属 

5．Marasmius capitatus スギノオチバタケ 

スギ落枝上，10 月中，調査，飯南 

 

Mycenaceae クヌギタケ科 

Mycena クヌギタケ属 

6．Mycena sp. ユキグニヤコウタケ（仮称） 
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ジクズタケ（No.10）とスナヤマチャワンタケ（No.26）

の 4 種が採集された。 

 

２．分類 

カキシメジ（Tricholoma kakishimeji）に近縁のカ

キシメジモドキ（No.2）とマツシメジ（No.3）は日

本産キシメジ属の分類学的研究を参考にして（Aoki 

et al.，2021；Aoki et al.，2024），分子系統解析

と形態観察を行った。広葉樹林地上で採集された本

調査標本のカキシメジモドキは，カキシメジモドキ

の単系統群に含まれ，胞子の形状も Aoki et al.

（2021）の記載と一致したことから本種と同定した。

一方，海岸砂丘クロマツ林で採集されたマツシメジ

はマツシメジ，T. albobrunneum，ミヤママツシメジ

（T. miyama-matsushimeji）が混在する系統群に含ま

れ ， 明 確 に 区 別 さ れ な か っ た 。 標 本 は T. 

albobrunneum よりも担子器が小さく，北海道利尻島

の 5 針葉マツ林に分布するミヤママツシメジとは

宿主が異なることから本種と同定した（Aoki et 

al.，2024）。 

海岸林のマツ樹下の地上で採集されたクマシメ

ジ（No.4）は，BLAST 検索では欧州産や中国産のク

マシメジと 99％以上の相同性を示し，Heilmann-

Clausen et al.（2017）を参考にした系統解析では，

欧州産のクマシメジの単系統群に含まれた。胞子な

ど の 形 態 も ク マ シ メ ジ の 特 徴 と 一 致 し た

（Christensen and Heilmann-Clausen，2013）。 

広葉樹の枯木や倒木上で採集されたユキグニヤ

コウタケ（仮称）（No.6）は子実体の形態がヤコウ

タケ（Mycena chlorophos）に類似し，発光性を認め

た。BLAST 検索ではヤコウタケと 93～96％の相同性

を示した。Chew et al.（2015）を参考に系統解析

した結果，亜熱帯地域に発生するヤコウタケとは姉

妹群の関係にあった。また，ヤコウタケとはクラン

プの形状などが異なっていた（Desjardin et al.，

2010；宮崎ら，2024）。 

Gymnopilus igniculus（No.12）は海外産のココピー

トを使用した育苗培土に発生し，BLAST 検索ではチ

ェコ産の G. igniculus と 99％以上の相同性を示した。

子実体の色は紫色を帯びず，胞子は Holec et al.

（2003）の記載よりやや小さい傾向が認められたが

他の特徴は一致した。 

カラサケキツネノサカズキ（No.29）は，イヌシ

デの枯木や枯枝上で採集され，BLAST 検索ではカラ

サケキツネノサカズキと 99％以上の相同性を示し，

Tochihara et al.（2021）を参考にした系統解析で

はカラサケキツネノサカズキの単系統群に含まれ

た。子実体がサーモンピンクで，外皮全体が 2～4

㎜の長い毛に覆われること，胞子の形状などが

Tochihara et al.（2021）の記載と一致した。 

 

目  録 

種名の下に，発生環境（樹種，植生，基質など），

採集時期（月および上～下旬の区別），採集区分（調

査，観察会，鑑定），採集された市町（隠岐の島町

は「隠岐」）を記した。 

 

Hygrophoraceae ヌメリガサ科 

Hygrophorus ヌメリガサ属 

1．Hygrophorus capreolarius ヒメサクラシメジ 

モミ樹下，地上，11 月下～12 月上，鑑定，隠岐 

 

Tricholomataceae キシメジ科 

Tricholoma キシメジ属 

2．Tricholoma kakishimejioides カキシメジモドキ 

広葉樹林地上，11 月中，鑑定，隠岐 

3．T. matsushimeji マツシメジ 

クロマツ林砂地上，11 月下，調査，出雲 

4．T. terreum クマシメジ 

海岸林マツ樹下，地上，10 月下～11 月上，鑑

定，隠岐 

 

Marasmiaceae ホウライタケ科 

Marasmius ホウライタケ属 

5．Marasmius capitatus スギノオチバタケ 

スギ落枝上，10 月中，調査，飯南 

 

Mycenaceae クヌギタケ科 

Mycena クヌギタケ属 

6．Mycena sp. ユキグニヤコウタケ（仮称） 
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広葉樹倒木や朽木上，5 月下～10 月中，鑑定，

調査，隠岐 

 

Amanitaceae テングタケ科 

Amanita テングタケ属 

7．Amanita croceofarinosa (ined.) コナカブリベニ

ツルタケ 

ブナ林地上，9 月上，調査，飯南 

8．A. grandicarpa (nom. nud.) オオオニテングタ

ケ 

シイ林地上，10 月上，観察会，松江 

 

Pluteaceae ウラベニガサ科 

Pluteus ウラベニガサ属 

9．Pluteus pantherinus ヒョウモンウラベニガサ 

朽木上，8 月下，調査，飯南 

 

Psathyrellaceae ナヨタケ科 

Psathyrella ナヨタケ属 

10．Psathyrella ammophila スナジクズタケ 

海岸砂地上，11 月上，調査，出雲 

 

Strophariaceae モエギタケ科 

Agrocybe フミヅキタケ属 

11．Agrocybe firma 

倒木上，10 月下，観察会，隠岐 

 

Hymenogastraceae ヒメノガステル科 

Gymnopilus チャツムタケ属 

12．Gymnopilus igniculus 

海外産の培土上，7 月中，鑑定，浜田 

 

所属科不明 

Gerronema ゲロネマ属 

13．Gerronema nemorale オリーブサカズキタケ 

落枝上，6 月下，調査，隠岐 

 

Gyroporaceae クリイロイグチ科 

Gyroporus クリイロイグチ属 

14．Gyroporus longicystidiatus クリイロイグチモ

ドキ 

広葉樹林地上，10 月上，観察会，美郷 

 

Boletaceae イグチ科 

Aureoboletus ヌメリコウジタケ属 
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会，隠岐，美郷 
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Arachnopezizaceae クモノスヒナノチャワンタケ

科 

Arachnopeziza クモノスヒナノチャワンタケ属 

21．Arachnopeziza aurelia クモノスアカゲヒナチ 
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Bryoglossaceae 

Neocudoniella ニセズキンタケ属 

22．Neocudoniella albiceps ニセズキンタケ 

ブナ林，倒木上，10 月下，調査，飯南 

 

Cenangiaceae ケナンギウム科 

Chlorencoelia コケイロサラタケ属 

23．Chlorencoelia torta コケイロサラタケモドキ 

朽木上，10 月中～10 月下，調査，大田 

 

Lachnaceae シロヒナノチャワンタケ科 

Dasyscyphella ニセヒナノチャワンタケ属 

24．Dasyscyphella longistipitata ブナノシロヒナノ

チャワンタケ 

ブナ果殻上，3 月下，調査，大田 

 

Otideaceae ウスベニミミタケ科 

Acervus アケルブス属 

25．Acervus epispartius ダイダイサラタケ 

落葉が堆積した腐植上，9 月中，調査，隠岐 

 

Pezizaceae チャワンタケ科 

Peziza チャワンタケ属 

26．Peziza ammophila スナヤマチャワンタケ 

海岸砂地上，11 月下，調査，出雲 

 

Pyronemataceae ピロネマキン科 

Scutellinia アラゲコベニチャワンタケ属 

27．Scutellinia colensoi アミメノコベニチャワン 

タケ 

湿った朽木上，6 月中，調査，隠岐 

 

Pyropyxidaceae ピロキスチス科 

Jafnea ビロードチャワンタケ属 

28．Jafnea fusicarpa ビロードチャワンタケ 

林地上，9 月中，調査，隠岐  

 

Sarcoscyphaceae ベニチャワンタケ科 

Microstoma シロキツネノサカズキ属 

29．Microstoma longipilum カラサケキツネノサカ

ズキ 

イヌシデ枯木や枯枝上，6 月下～10 月下，調

査，大田，隠岐 

 

Xylariaceae クロサイワイタケ科 

Xylaria クロサイワイタケ属 

30．Xylaria arbuscula エダウチクロサイワイタケ 

倒木上，10 月中，観察会，松江 

 

Ⅳ 考察 

本調査では，隠岐諸島での子実体採集機会を増や

すため，地元できのこ調査をされている学芸員から

の鑑定依頼を受け付ける体制をとり，採集情報をも

とに踏査ルートを設定した。この結果，隠岐の島町

での調査子実体は 2 年間で 135 個体に及び，効率的

に調査することができた。県内を広域に調査するた

めには，各地域から何らかの協力を得ることが有効

であり，この手法は今後の調査でも活用したい。 

隠岐の島町では新規に 14 種が採集された。隠岐

諸島は照葉樹林と冷温帯の植物が混在する特異性

が認められ（杦村，1994），植物相に関しての調査

研究と植物目録の整理が進められている（井上ら，

2019；須貝ら，2020）。これに対して，きのこの分

布に関してはまとまった報告は見当たらない。この

ため，今後も地域で活動される愛好家らと連携して，

調査記録を蓄積したい。 

一方，白石氏からの鑑定依頼へは種名，属名また

は科名を回答したものの，このうち一部は分類学的

検討が不十分であったことから，本報告では以下の

標本を未同定種とした。シイノトモシビタケ

（Mycena lux-coeli）と形態的によく似た発光性のク

ヌギタケ属菌は，縁シスチジアの形状が一致しなか

った（Corner，1954）。他に，ヌメリガサ属の 1 種，

キシメジ属の 1 種，シロホウライタケ属の 1 種，ウ

ラベニガサ属の 1 種，ナヨタケ属の 1 種，ワカフサ

タケ属の 1 種，ムツノウラベニタケ属の 1 種，カレ

エダタケ属の 1 種，Albatrellus alpinus（Zhou et al.，
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2021）と推測されるニンギョウタケモドキ属の 1 種，

アスコデスミス科の 1 種，シロヒナノチャワンタケ

属の 1 種，ニセヒナノチャワンタケ属の 1 種，クロ

サイワイタケ属の 1 種をあわせて計 14 種が該当し

た。これらのうち一部は，採集から調査までに最大

10 日間が経過しており，子実体の変質が原因で系

統解析や詳細な形態観察ができなかった。離島から

の鑑定依頼については，標本の劣化を小さくする条

件を検討する必要がある。 

本調査において，カキシメジの近縁種としてカキ

シメジモドキとマツシメジが確認されたが，これら

は近年，分類が見直されている。カキシメジは毒き

のことして知られており，従来は Tricholoma ustale

（今関・本郷，1987）の学名が当てられていた。一

方，マツシメジは T. albobrunneum の学名が用いら

れ（Imai，1938），一部の地域では食用とされ，両

種は混合されることもあった（今関・本郷，1987）。

ところが，分類学的研究により日本産標本からカキ

シメジに関連する複数の系統群が認められ，カキシ

メジ（ T. kakishimeji ），カキシメジモドキ（ T. 

kakishimejioides），マツシメジ（T. matsushimeji），ミ

ヤママツシメジ（T. miyama-matsushimeji）が新種と

して報告された（Aoki et al.，2021；Aoki et al.，

2024）。本調査では ITS-5.8S 領域のみを解析したた

めマツシメジの単系統性を見いだせなかったが，今

後は Aoki et al.（2024）のように複数領域を用い

た解析が必要である。既報の第 1 報（冨川・齋藤，

2009）では，10 月中旬～12 月上旬に常緑樹林で観

察された種をカキシメジ（T. ustale）として報告し

たが，本調査の結果を踏まえ，今後は正確な同定に

努めたい。 

ユキグニヤコウタケ（仮称）は霧が立ち込めるこ

とが多くて湿度が保たれる山間部，沢沿いおよび湖

畔で確認された。ヤコウタケとは別種と考えられ，

青森県，鳥取県で採集された標本とともに，仮称名

を報告した（宮崎ら，2024）。県内では現在，隠岐

の島町の 3 地域のみで確認されており，分布実態を

把握するための調査を継続中である。 

Gymnopilus igniculus は，輸入された育苗培土を使

用した直後に発生したことから，本県の自生ではな

く，培土と共に運ばれた移入種と考えられる。 

前報（宮崎・冨川，2021）で目録に示した不明種

のうち，その後の系統解析と形態観察の結果，次の

3 種を特定した。Tricholoma sp.（前報 No.1）をオオ

ニガシメジ T. sinoacerbum（Hosen et al.，2016；

青木，2023）と同定。Russula sp.（前報 No.15）を

Russula catillus（Lee et al.，2017）と同定した。

ウスベニミミタケ属菌は所属科をピロネマキン科

（ Pyronemataceae） か ら ウ ス ベ ニ ミ ミ タ ケ 科

（Otideaceae）に変更し，報告した 3 種のうち Otidea 

sp.2（前報 No.36）と Othidea sp.3（前報 No.37）

は同種であり，日本新産種の O. subpurpurea（Zhuang 

and Yang，2008）と同定された（宮崎・細矢，2021）。 

筆者らは本県で採集されたきのこを報告してき

た（冨川・齋藤，2009；宮崎・冨川，2012；宮崎・

冨川，2013；古賀ら，2016；宮崎ら，2017；宮崎・

冨川，2020；宮崎・冨川，2021）。これらに本調査

結果をあわせると，県内で採集実績のあるきのこ類

は 9 綱 25 目 106 科 326 属 765 種，分類や種名検討

中は 64 種となった。 
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して報告された（Aoki et al.，2021；Aoki et al.，

2024）。本調査では ITS-5.8S 領域のみを解析したた

めマツシメジの単系統性を見いだせなかったが，今

後は Aoki et al.（2024）のように複数領域を用い

た解析が必要である。既報の第 1 報（冨川・齋藤，

2009）では，10 月中旬～12 月上旬に常緑樹林で観

察された種をカキシメジ（T. ustale）として報告し

たが，本調査の結果を踏まえ，今後は正確な同定に

努めたい。 

ユキグニヤコウタケ（仮称）は霧が立ち込めるこ

とが多くて湿度が保たれる山間部，沢沿いおよび湖

畔で確認された。ヤコウタケとは別種と考えられ，

青森県，鳥取県で採集された標本とともに，仮称名

を報告した（宮崎ら，2024）。県内では現在，隠岐

の島町の 3 地域のみで確認されており，分布実態を

把握するための調査を継続中である。 

Gymnopilus igniculus は，輸入された育苗培土を使

用した直後に発生したことから，本県の自生ではな

く，培土と共に運ばれた移入種と考えられる。 

前報（宮崎・冨川，2021）で目録に示した不明種

のうち，その後の系統解析と形態観察の結果，次の

3 種を特定した。Tricholoma sp.（前報 No.1）をオオ

ニガシメジ T. sinoacerbum（Hosen et al.，2016；

青木，2023）と同定。Russula sp.（前報 No.15）を

Russula catillus（Lee et al.，2017）と同定した。

ウスベニミミタケ属菌は所属科をピロネマキン科

（ Pyronemataceae） か ら ウ ス ベ ニ ミ ミ タ ケ 科

（Otideaceae）に変更し，報告した 3 種のうち Otidea 

sp.2（前報 No.36）と Othidea sp.3（前報 No.37）

は同種であり，日本新産種の O. subpurpurea（Zhuang 

and Yang，2008）と同定された（宮崎・細矢，2021）。 

筆者らは本県で採集されたきのこを報告してき

た（冨川・齋藤，2009；宮崎・冨川，2012；宮崎・

冨川，2013；古賀ら，2016；宮崎ら，2017；宮崎・

冨川，2020；宮崎・冨川，2021）。これらに本調査

結果をあわせると，県内で採集実績のあるきのこ類

は 9 綱 25 目 106 科 326 属 765 種，分類や種名検討

中は 64 種となった。 
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